
東
京
都
江
戸
川
区

森
林
環
境
譲
与
税
を
活
用
し
た
取
組

     

〜
地
球
を
潤
す
森
林
環
境
保
全
へ
の
プ
ロ
セ
ス
〜

小
中
学
校
の
木
質
化
に
よ
る
木
に
親
し
む
機
会
の
創
出

Vol.

8

③
小
岩
第
二
中
学
校

　
（
令
和
３
年
度
事
業
、
森
林
環
境
譲
与

　

  

税
充
当
額
：
1
2
，
0
0
0
千
円
）

小
岩
第
二
中
学
校
で
は
、
生
徒
が
木
に

包
ま
れ
た
環
境
で
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
多
摩
産
材
を
使
用
し
て
、
校
舎
中
心

に
あ
る
多
目
的
ス
ペ
ー
ス
を
整
備
し
ま
し

た
。
ま
た
、
学
校
図
書
館
や
近
く
の
学
習

ス
ペ
ー
ス
に
は
、
国
産
材
の
ほ
か
、
改
築

時
に
伐
根
し
た
既
存
樹
を
加
工
し
て
家
具

の
一
部
と
し
て
利
用
す
る
な
ど
、
S
D
G

s
へ
の
取
組
を
行
っ
て
い
ま
す
。そ
の
他
、

昇
降
口
の
壁
材
等
等
に
国
産
材
を
使
用
し

ま
し
た
。

床
と
天
井
の
一
面
を
木
質
化
し
た
多
目

的
ス
ペ
ー
ス
で
は
、
生
徒
た
ち
が
自
然
に

集
ま
れ
る
空
間
が
で
き
た
こ
と
で
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
活
発
に
な
り
、
学
級
・

学
年
で
の
一
体
感
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

シリーズ
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１　
江
戸
川
区
の
概
要

江
戸
川
区
は
、
東
京
都
の
東
部
に
位
置

し
、
人
口
約
69
万
人
、
面
積
は
４
，
９
０

９
ha
の
自
治
体
で
す
。

区
域
内
に
森
林
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
本

区
で
は
、
昭
和
45
年
よ
り
「
ゆ
た
か
な
心

地
に
み
ど
り
」
を
合
言
葉
に
区
内
の
緑
化

運
動
を
進
め
、
令
和
３
年
に
は
区
民
一
人

あ
た
り
の
樹
木
数
が
10
本
を
超
え
６
９
０

万
本
と
な
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
公
園
面
積

も
特
別
区
の
中
で
ト
ッ
プ
の
３
６
６
ha
で

あ
り
、
都
内
で
最
も
緑
化
が
進
ん
で
い
る

区
の
ひ
と
つ
で
す
。　

⑵ 

活
用
事
例

本
区
に
お
い
て
、
こ
れ
ま
で
に
森
林
環

境
譲
与
税
を
活
用
し
て
整
備
し
た
小
中
学

校
４
校
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

②
小
岩
小
学
校

　
（
令
和
３
年
度
事
業
、
森
林
環
境
譲
与

　

  

税
充
当
額
：
2
9
，
1
7
2
千
円
）

小
岩
小
学
校
で
は
、
児
童
が
木
の
温
も

り
を
感
じ
な
が
ら
学
校
生
活
を
送
れ
る
よ

う
、
鶴
岡
市
産
材
を
使
用
し
て
、
校
舎
の

顔
と
な
る
大
階
段
「
こ
い
わ
ス
テ
ッ
プ
」

を
整
備
し
ま
し
た
。
ま
た
、
学
校
図
書
館

で
は
、
壁
や
天
井
だ
け
で
な
く
、
書
架
に

も
国
産
材
を
使
い
、
児
童
が
リ
ラ
ッ
ク
ス

し
て
読
書
が
で
き
る
空
間
を
つ
く
り
ま
し

た
。
そ
の
他
、
昇
降
口
の
天
井
材
や
オ

ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
等
に
国
産
材
を
使
用

し
ま
し
た
。

大
階
段
「
こ
い
わ
ス
テ
ッ
プ
」
は
、
屋

上
か
ら
の
光
が
木
質
化
さ
れ
た
階
段
を
温

か
く
照
ら
し
、
居
心
地
の
よ
い
空
間
と
な

っ
た
こ
と
で
、
児
童
た
ち
が
自
然
と
集
ま

る
場
と
な
り
好
評
を
得
て
い
ま
す
。

①
瑞
江
第
三
中
学
校

　
（
令
和
２
年
度
事
業
、
森
林
環
境
譲
与

　

  

税
充
当
額
：
5
5
，
2
9
0
千
円
）

瑞
江
第
三
中
学
校
で
は
、
木
材
を
ふ
ん

だ
ん
に
使
っ
て
、
学
校
図
書
館
の
内
装
を

木
質
化
し
ま
し
た
。天
井
に
は
多
摩
産
材
、

壁
に
は
鶴
岡
市
産
材
、
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー

ス
の
一
部
に
は
安
曇
野
市
産
材
を
使
用
す

る
な
ど
、
様
々
な
地
域
産
材
の
調
達
を
行

い
ま
し
た
。
そ
の
他
、
昇
降
口
の
天
井
材

等
に
国
産
材
を
使
用
し
ま
し
た
。

木
材
を
使
用
し
た
空
間
は
明
る
く
温
か

み
が
あ
り
、
学
校
図
書
館
の
部
屋
全
体
に

木
材
を
使
用
す
る
こ
と
で
、
自
然
と
生
徒

た
ち
が
学
校
図
書
館
に
集
ま
り
、
読
書
へ

の
興
味
が
醸
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

⑶
課
題

今
後
、
国
産
材
の
活
用
を
さ
ら
に
進
め

る
上
で
の
課
題
と
し
て
は
、
ウ
ッ
ド
シ
ョ

ッ
ク
に
よ
る
木
材
価
格
の
上
昇
や
、
そ
れ

に
伴
う
国
産
材
の
需
要
増
に
よ
り
、
地
域

産
材
の
確
保
が
困
難
な
場
合
が
あ
る
と
い

う
点
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
こ
の
た
め
、
緻

密
な
積
算
や
適
切
な
工
事
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

の
作
成
に
よ
り
、
工
事
に
使
用
す
る
木
材

を
事
前
に
確
保
す
る
、
場
合
に
よ
っ
て

は
積
算
や
工
事
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
柔
軟

性
を
持
た
せ
る
な
ど
の
対
策
を
検
討
し

て
い
ま
す
。

３　
最
後
に

本
区
で
は
、
今
後
も
、
学
校
改
築
を
進

め
て
い
く
中
で
、
森
林
環
境
譲
与
税
を
活

用
し
て
、
内
装
の
木
質
化
を
推
進
し
て
い

く
方
針
で
す
が
こ
の
よ
う
な
木
材
利
用
の

取
組
を
通
じ
て
、
地
球
温
暖
化
の
防
止
や

低
炭
素
社
会
の
実
現
、
循
環
型
社
会
の
形

成
に
貢
献
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

本
事
業
が
進
め
ら
れ
る
の
は
、
全
国
の

林
業
従
事
者
を
は
じ
め
、
森
林
環
境
の
保

全
に
携
わ
る
関
係
各
位
の
ご
尽
力
あ
っ
て

の
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
場
を
借
り
て
感
謝

を
お
伝
え
す
る
と
と
も
に
、
本
事
業
へ
更

な
る
ご
理
解
・
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。　

瑞江三中・学校図書館

④
小
松
川
中
学
校

　
（
令
和
３
年
度
事
業
、
森
林
環
境
譲
与

　

  

税
充
当
額
：
1
5
，
0
0
0
千
円
）

小
松
川
中
学
校
で
は
、
多
摩
産
材
を

使
用
し
て
生
徒
が
集
中
し
て
勉
強
で
き

る
個
別
学
習
ス
ペ
ー
ス
を
整
備
し
ま
し

た
。
ま
た
、
各
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
に
も

多
摩
産
材
を
使
用
し
、
落
ち
着
い
た
生
活

空
間
を
つ
く
り
ま
し
た
。
そ
の
他
、
昇
降

口
、
学
校
図
書
館
等
に
国
産
材
を
使
用
し

ま
し
た
。

木
質
化
さ
れ
た
個
別
学
習
ス
ペ
ー
ス
で

は
、
木
材
の
リ
ラ
ッ
ク
ス
効
果
に
よ
り
集

中
力
が
高
ま
り
、
教
育
環
境
の
向
上
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

改築校の概要
学校名 瑞江第三中学校 小岩小学校 小岩第二中学校 小松川中学校

学校名 瑞江第三中学校 小岩小学校 小岩第二中学校 小松川中学校

校舎竣工 令和３年３月 令和４年３月 令和４年３月 令和４年８月

敷地面積 12,328 ㎡ 9,956㎡ 12,618 ㎡ 12,364 ㎡

延床面積 9,345㎡ 8,586㎡ 9,473 ㎡ 11,137㎡

木材使用量 １５４㎥ ８３㎥ ７７㎥ １３５㎥

（うち国産材） ８１㎥ ６７㎥ ２３㎥ １０㎥

２　
森
林
環
境
譲
与
税
を
活
用
し

　
た
取
組

⑴ 
活
用
方
針

本
区
で
は
、
老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
区

立
小
中
学
校
の
改
築
を
順
次
実
施
し
て
い

ま
す
。
そ
の
中
で
、
令
和
２
年
に
策
定
し

た
「
江
戸
川
区
公
共
建
築
物
等
に
お
け
る

木
材
利
用
推
進
方
針
」
等
に
基
づ
き
、
改

築
校
の
内
装
の
木
質
化
を
積
極
的
に
進
め

て
い
ま
す
。
木
質
化
に
あ
た
っ
て
は
国
産

材
を
優
先
的
に
使
用
し
、特
に
友
好
都
市
、

交
流
都
市
及
び
東
京
都
産
材
の
利
用
に
努

め
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
に
、
山
形
県
鶴

岡
市
産
材
、
長
野
県
安
曇
野
市
産
材
、
茨

城
県
城
里
町
産
材
、「
東
京
の
木
」
で
あ

る
多
摩
産
材
の
利
用
実
績
が
あ
り
、
こ
れ

ら
の
地
域
の
森
林
整
備
の
促
進
に
も
寄
与

し
て
い
ま
す
。
な
お
、
事
業
の
推
進
に
あ

た
っ
て
は
森
林
環
境
譲
与
税
（
令
和
３
年

度
譲
与
額
：
５
６
，
１
７
２
千
円
）
を
活

用
し
て
い
ま
す
。

江戸川区

東京２３区



③
小
岩
第
二
中
学
校

　
（
令
和
３
年
度
事
業
、
森
林
環
境
譲
与

　

  

税
充
当
額
：
1
2
，
0
0
0
千
円
）

小
岩
第
二
中
学
校
で
は
、
生
徒
が
木
に

包
ま
れ
た
環
境
で
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
多
摩
産
材
を
使
用
し
て
、
校
舎
中
心

に
あ
る
多
目
的
ス
ペ
ー
ス
を
整
備
し
ま
し

た
。
ま
た
、
学
校
図
書
館
や
近
く
の
学
習

ス
ペ
ー
ス
に
は
、
国
産
材
の
ほ
か
、
改
築

時
に
伐
根
し
た
既
存
樹
を
加
工
し
て
家
具

の
一
部
と
し
て
利
用
す
る
な
ど
、
S
D
G

s
へ
の
取
組
を
行
っ
て
い
ま
す
。そ
の
他
、

昇
降
口
の
壁
材
等
等
に
国
産
材
を
使
用
し

ま
し
た
。

床
と
天
井
の
一
面
を
木
質
化
し
た
多
目

的
ス
ペ
ー
ス
で
は
、
生
徒
た
ち
が
自
然
に

集
ま
れ
る
空
間
が
で
き
た
こ
と
で
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
活
発
に
な
り
、
学
級
・

学
年
で
の
一
体
感
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。
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１　
江
戸
川
区
の
概
要

江
戸
川
区
は
、
東
京
都
の
東
部
に
位
置

し
、
人
口
約
69
万
人
、
面
積
は
４
，
９
０

９
ha
の
自
治
体
で
す
。

区
域
内
に
森
林
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
本

区
で
は
、
昭
和
45
年
よ
り
「
ゆ
た
か
な
心

地
に
み
ど
り
」
を
合
言
葉
に
区
内
の
緑
化

運
動
を
進
め
、
令
和
３
年
に
は
区
民
一
人

あ
た
り
の
樹
木
数
が
10
本
を
超
え
６
９
０

万
本
と
な
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
公
園
面
積

も
特
別
区
の
中
で
ト
ッ
プ
の
３
６
６
ha
で

あ
り
、
都
内
で
最
も
緑
化
が
進
ん
で
い
る

区
の
ひ
と
つ
で
す
。　

⑵ 

活
用
事
例

本
区
に
お
い
て
、
こ
れ
ま
で
に
森
林
環

境
譲
与
税
を
活
用
し
て
整
備
し
た
小
中
学

校
４
校
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

②
小
岩
小
学
校

　
（
令
和
３
年
度
事
業
、
森
林
環
境
譲
与

　

  
税
充
当
額
：
2
9
，
1
7
2
千
円
）

小
岩
小
学
校
で
は
、
児
童
が
木
の
温
も

り
を
感
じ
な
が
ら
学
校
生
活
を
送
れ
る
よ

う
、
鶴
岡
市
産
材
を
使
用
し
て
、
校
舎
の

顔
と
な
る
大
階
段
「
こ
い
わ
ス
テ
ッ
プ
」

を
整
備
し
ま
し
た
。
ま
た
、
学
校
図
書
館

で
は
、
壁
や
天
井
だ
け
で
な
く
、
書
架
に

も
国
産
材
を
使
い
、
児
童
が
リ
ラ
ッ
ク
ス

し
て
読
書
が
で
き
る
空
間
を
つ
く
り
ま
し

た
。
そ
の
他
、
昇
降
口
の
天
井
材
や
オ

ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
等
に
国
産
材
を
使
用

し
ま
し
た
。

大
階
段
「
こ
い
わ
ス
テ
ッ
プ
」
は
、
屋

上
か
ら
の
光
が
木
質
化
さ
れ
た
階
段
を
温

か
く
照
ら
し
、
居
心
地
の
よ
い
空
間
と
な

っ
た
こ
と
で
、
児
童
た
ち
が
自
然
と
集
ま

る
場
と
な
り
好
評
を
得
て
い
ま
す
。

①
瑞
江
第
三
中
学
校

　
（
令
和
２
年
度
事
業
、
森
林
環
境
譲
与

　

  

税
充
当
額
：
5
5
，
2
9
0
千
円
）

瑞
江
第
三
中
学
校
で
は
、
木
材
を
ふ
ん

だ
ん
に
使
っ
て
、
学
校
図
書
館
の
内
装
を

木
質
化
し
ま
し
た
。天
井
に
は
多
摩
産
材
、

壁
に
は
鶴
岡
市
産
材
、
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー

ス
の
一
部
に
は
安
曇
野
市
産
材
を
使
用
す

る
な
ど
、
様
々
な
地
域
産
材
の
調
達
を
行

い
ま
し
た
。
そ
の
他
、
昇
降
口
の
天
井
材

等
に
国
産
材
を
使
用
し
ま
し
た
。

木
材
を
使
用
し
た
空
間
は
明
る
く
温
か

み
が
あ
り
、
学
校
図
書
館
の
部
屋
全
体
に

木
材
を
使
用
す
る
こ
と
で
、
自
然
と
生
徒

た
ち
が
学
校
図
書
館
に
集
ま
り
、
読
書
へ

の
興
味
が
醸
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

小岩小・大階段(こいわステップ)

小岩二中・オープンスペース

⑶
課
題

今
後
、
国
産
材
の
活
用
を
さ
ら
に
進
め

る
上
で
の
課
題
と
し
て
は
、
ウ
ッ
ド
シ
ョ

ッ
ク
に
よ
る
木
材
価
格
の
上
昇
や
、
そ
れ

に
伴
う
国
産
材
の
需
要
増
に
よ
り
、
地
域

産
材
の
確
保
が
困
難
な
場
合
が
あ
る
と
い

う
点
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
こ
の
た
め
、
緻

密
な
積
算
や
適
切
な
工
事
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

の
作
成
に
よ
り
、
工
事
に
使
用
す
る
木
材

を
事
前
に
確
保
す
る
、
場
合
に
よ
っ
て

は
積
算
や
工
事
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
柔
軟

性
を
持
た
せ
る
な
ど
の
対
策
を
検
討
し

て
い
ま
す
。

３　
最
後
に

本
区
で
は
、
今
後
も
、
学
校
改
築
を
進

め
て
い
く
中
で
、
森
林
環
境
譲
与
税
を
活

用
し
て
、
内
装
の
木
質
化
を
推
進
し
て
い

く
方
針
で
す
が
こ
の
よ
う
な
木
材
利
用
の

取
組
を
通
じ
て
、
地
球
温
暖
化
の
防
止
や

低
炭
素
社
会
の
実
現
、
循
環
型
社
会
の
形

成
に
貢
献
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

本
事
業
が
進
め
ら
れ
る
の
は
、
全
国
の

林
業
従
事
者
を
は
じ
め
、
森
林
環
境
の
保

全
に
携
わ
る
関
係
各
位
の
ご
尽
力
あ
っ
て

の
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
場
を
借
り
て
感
謝

を
お
伝
え
す
る
と
と
も
に
、
本
事
業
へ
更

な
る
ご
理
解
・
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。　

小松川中・学校図書館

小松川中・個別学習スペース

小松川中・オープンスペース

④
小
松
川
中
学
校

　
（
令
和
３
年
度
事
業
、
森
林
環
境
譲
与

　

  

税
充
当
額
：
1
5
，
0
0
0
千
円
）

小
松
川
中
学
校
で
は
、
多
摩
産
材
を

使
用
し
て
生
徒
が
集
中
し
て
勉
強
で
き

る
個
別
学
習
ス
ペ
ー
ス
を
整
備
し
ま
し

た
。
ま
た
、
各
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
に
も

多
摩
産
材
を
使
用
し
、
落
ち
着
い
た
生
活

空
間
を
つ
く
り
ま
し
た
。
そ
の
他
、
昇
降

口
、
学
校
図
書
館
等
に
国
産
材
を
使
用
し

ま
し
た
。

木
質
化
さ
れ
た
個
別
学
習
ス
ペ
ー
ス
で

は
、
木
材
の
リ
ラ
ッ
ク
ス
効
果
に
よ
り
集

中
力
が
高
ま
り
、
教
育
環
境
の
向
上
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

２　
森
林
環
境
譲
与
税
を
活
用
し

　
た
取
組

⑴ 

活
用
方
針

本
区
で
は
、
老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
区

立
小
中
学
校
の
改
築
を
順
次
実
施
し
て
い

ま
す
。
そ
の
中
で
、
令
和
２
年
に
策
定
し

た
「
江
戸
川
区
公
共
建
築
物
等
に
お
け
る

木
材
利
用
推
進
方
針
」
等
に
基
づ
き
、
改

築
校
の
内
装
の
木
質
化
を
積
極
的
に
進
め

て
い
ま
す
。
木
質
化
に
あ
た
っ
て
は
国
産

材
を
優
先
的
に
使
用
し
、特
に
友
好
都
市
、

交
流
都
市
及
び
東
京
都
産
材
の
利
用
に
努

め
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
に
、
山
形
県
鶴

岡
市
産
材
、
長
野
県
安
曇
野
市
産
材
、
茨

城
県
城
里
町
産
材
、「
東
京
の
木
」
で
あ

る
多
摩
産
材
の
利
用
実
績
が
あ
り
、
こ
れ

ら
の
地
域
の
森
林
整
備
の
促
進
に
も
寄
与

し
て
い
ま
す
。
な
お
、
事
業
の
推
進
に
あ

た
っ
て
は
森
林
環
境
譲
与
税
（
令
和
３
年

度
譲
与
額
：
５
６
，
１
７
２
千
円
）
を
活

用
し
て
い
ま
す
。


